
「天

晴

地

明
花

つ

い

て

―
―

天

変

地

夭

と

仏

法

と

の

関

係

―
―

一

『観
心
本
尊
抄
』
大
文
第
二
の
末
尾
、
日
隆
聖
人
が

「重
テ
委
細
二
消
釈
ヲ
設
ケ
テ
上
行
末
法
出
現
ノ
相
ヲ
定
ム
」
と
科
文
さ
れ
た
第

二
十
答
ノ
四
の
文
章
に
お
い
て
、
宗
祖
は
大
地
震
大
彗
星
の
出
現
を
以
て
、
此
等
は
金
翅
鳥

・
修
羅

‘
竜
神
等
の
動
変
に
あ
ら
ず
し
て
地

涌
菩
薩
出
現
の
先
兆
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
文
段
は

「天
晴
ぬ
れ
ば
地
明
な
り
、
法
華
を
識
る
者
は
世
法
を
得
べ
き
敗
」
と
結
ば
れ
た
の

で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
天
変
地
夭
に
対
す
る
宗
祖
の
見
方
を
検
討
し
、
結
文
の

「
天
晴
地
明
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二

御
書
中
に
見
え
る
各
種
の
異
常
現
象
或
い
は
災
害
の
中
、
宗
祖
が
体
験
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は

１
　
正
嘉
元
年
八
月
廿
三
日
大
地
震

「天
晴
地
明
」
に
つ
い
て

/Jヽ

西

龍
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「天
晴
地
明
」
に
つ
い
て

２
　
正
嘉
二
年
八
月

一
日
大
風

３
　
正
嘉
三
年
大
飢
饉

４
　
正
元
元
年
大
疫
病

５
　
正
元
二
年
大
疫
病

６
　
文
永
元
年
七
月
五
日

（或
い
は
四
日
）
大
彗
星

等
が
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
天
変
地
夭
と
い
え
る
の
は
正
嘉
元
年
の
大
地
震
と
文
永
元
年
の
大
彗
星
で
あ
る
が
、
宗
祖
開
宗
以
後
彗
星
の
現
れ
た
文
永
年

間
に
至
る
間
に
起
っ
た
と
思
わ
れ
る
異
常
現
象
を
抽
出
す
る
と
別
表

（後
掲
）
の
如
く
に
な
る
。
毎
年
の
如
く
災
害
の
起
“
て
い
る
こ
と

に
驚
か
れ
る
が
、
そ‐
の
よ
う
な
現
状
で
も
宗
祖
の
関
心
を
引
い
た
の
が
正
嘉
大
地
震
と
文
永
大
彗
星
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。

こ
こ
で
そ
の
状
態
を
窺
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
正
嘉
元
年
の
大
地
震
に
つ
い
て

『吾
妻
鏡
』
に
は

廿
三
日
乙
己
、
晴
、
成
剋
大
地
震
、
有
Ｌ
日
、
神
社
仏
閣

一
宇
而
無
レ全
、
山
岳
顔
崩
、
人
屋
顛
倒
、
築
地
皆
悉
破
損
、
所
々
地
裂
、
水

涌
出
、
中
下
馬
橋
辺
裂
破
、
自
二其
中
一火
炎
燃
出
、
色
青
一ギ

と
記
さ
れ
て
お
り
、
山
崩
、
家
屋
の
破
壊
、
地
割
れ
等
大
き
な
被
害
が
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

“

文
永
元
年
の
大
彗
星
に
つ
い
て
は
、

『吾
妻
鏡
』
は
欠
落
し
て
い
て
不
明
で
あ
る
が

『続
史
愚
抄
』
に
は

四
日
丙
子
、
今
暁
、
彗
星
見
レ東
、
光
亡
三
尺
所
、
と
み
え
、
次
い
で
、
七
日
己
卵
、
彗
星
晨
見
、
光
亡
稽
大
、
及
二半
天
一、

と
あ
っ
て
彗
星
が
時
と
共
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

『安
国
論
御
勘
由
来
』
に
も

七
月
五
日
彗
星
出
二東
方
一余
光
大
体
及
二

国
一

と
あ
る
こ
と
か
ら
相
当
の
大
き
さ
で
あ
り
、
他
の
史
料
に
よ
っ
て
も
種
々
の
祈
薦
が
行
な
わ
れ
て
い
て
、
彗
星
が
当
時
の
人
々
に
大
き
な
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驚
き
を
与
え
た
こ
と
が
想
像
出
来
る
。

今
い
彗
星
に
関
係
の
あ
る
祈
薔
に
つ
い
て
列
記
し
て
み
る
と＜

七
月

四

日
　
彗
星
出
現
。

七
　
日
　
後
嵯
峨
上
皇
の
御
所
に
於
て
天
変
祈
藤
の
修
法
を
行
う
。

十
　
日
　
後
深
草
上
皇
の
御
所
に
正
観
音
法
を
修
し
て
彗
星
を
藤
う
“　
　
　
　
　
　
　
　
　

　̈
　
　
　
　
　
」■

十

一
日
　
後
深
草
上
皇
の
御
所
に
薬
師
法
を
修
し
て
彗
星
を
積
う
。

十
五
日
　
金
輸
法
を
禁
申
に
修
し
て
彗
星
を
藤
う
。

十
六
日
　
熾
盛
光
法

・
五
壇
法
等
を
後
嵯
峨
上
皇
の
御
所、
に
‐、
北
斗
法
を
後
深
草
上
皇
の
御
所
に
修
し
て
彗
星
を
藤

つヽ
。

十
七
日
　
金
剛
童
子
法
を
後
深
草
上
皇
の
御
所
に
修
し
て
彗
星
を
藤
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

十
九
日
　
五
大
虚
空
蔵
法
等
を
禁
中
に
修
し
て
彗
星
を
藤
う
。

廿
七
日
　
彗
星
を
祈
藤
す
ｏ

廿
八
日
　
仁
王
経
法
を
後
嵯
峨
上
皇
の
御
所
に
修
し
て
彗
星
を
積
う
。

八

月

二

日
　
孔
雀
経
法
を
喜
多
院
に
修
し
て
彗
星

・
疾
疫
を
藤
う
。

九
　
日
　
後
嵯
峨
上
皇
、
山
陵
使
を
発
遣
し
て
天
変
を
祈
藤
す
。

廿
二
日
　
彗
星
滅
¨

廿
六
日
　
彗
星
又
出
現
。

九

月

八

日
　
彗
星
の
再
出
現
に
よ
り
後
嵯
峨
上
皇
の
御
所
に
於
て
尊
星
王
法
を
修
し
て
祈
藤
す
。

十
九
日
　
彗
星
滅
し
て
見
え
ず
。
　
　
　
　
　
．

「天
晴
地
明
」
に
つ
い
て
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「天
晴
地
明
」
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
て
、
前
の
正
嘉
大
地
震
共
々
こ
の
彗
星
が
人
々
の
不
安
を
呼
び
、
そ
れ
故
度
重
な
る
異
常
現
象
の
中
で
も

特
に
宗
祖
の
注
意
を
引
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一一一

さ
て
前
に
挙
げ
た
二
っ
の
大
き
な
天
変
地
夭
は
、

『観
心
本
尊
抄
』
以
外
の
御
書
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
御
書
を
整
理
す

つ

る
と
、
宗
祖
の
天
変
地
夭
に
対
す
る
見
方
は
次
の
二
つ
に
大
別
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。

①
　
法
華
経
の
行
者
を
追
害
し
た
こ
と
の
報
い
、
ま
た
正
法
が
興
隆
し
な
い
た
め
に
亡
国
の
凶
兆
と
し
て
現
わ
れ
る
。

（例
）

守
護
国
家
論

（縮
二
五
〇
）
災
難
対
治
抄

（三
〇
二
）
。
立
正
安
国
論
。
安
国
論
御
勘
由
来

（六
〇
五
）。
宿
屋
入
道
許
御
状

盆
ハ
〇
七
）ｏ
与
北
条
弥
源
太
書

（六
一
こ
。
顕
立
正
意
抄

（
一
〇
七
三
）。
曾
谷
入
道
殿
許
御
書

（
一
一
〇
し
。
法
蓮
抄

（
一

一
六
八
）。
撰
時
抄
（
〓
一〇
六
）。
強
仁
状
御
返
事
（
〓
壬
二
四
）。
聖
人
知
三
世
事
（
〓
壬
一一七
）。
瑞
相
御
書
（
三
二
四
一
）。

清
澄
寺
大
衆
中

（
一
三
七
こ
。
種
々
御
振
舞
御
書

（
一
四
一
三
）。
妙
法
尼
御
返
事
（
一
七
八
四
）。
中
興
入
道
消
息
（
一
九
二

一０
。
断
簡
二
九
七
（釧
柳
一一九
七
〇
マ
　
（括
弧
内
数
字
は
縮
刷
文
の
頁
数
で
あ
る
）

②
　
地
涌
菩
薩
出
現
の
先
兆
で
あ
り
大
法
興
隆
の
祥
瑞
と
し
て
現
わ
れ
る
。

（例
）

富
木
入
道
殿
御
返
事

（縮
七
〇
一し
。
顕
仏
未
来
記

（九
七
七
ヽ

呵
責
謗
法
滅
罪
抄
（
一
〇
一
七
）。
法
華
取
要
抄
（
一
〇
四

一こ
。
教
行
証
御
書

（
一
一
二
四
）。
撰
時
抄

（
一
二
三
六
）
。
断
簡

一
八
四
（訓
柳
一一墓
一一五
Ｙ

ま
す
０
の
亡
国
の
凶
兆
と
し
て
の
見
方
は
、
『
立
正
安
国
論
』
を
例
に
と
っ
て
み
れ
ば
最
も
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

す
な
わ
ち
安
国
論
中

で
は
「
近
年
続
出
す
る
天
変
地
夭
飢
饉
疫
痛
と
い
っ
た
異
常
な
状
態
は
何
に
原
因
す
る
か
と
い
う
間
を
設
け
て
、
世
皆
正
に
背
き
人
悉
く

悪
に
帰
す
故
に
守
護
の
善
神
が
国
を
捨
て
て
去
り
、
そ
の
た
め
種
々
の
災
難
が
起
る
と
説
き
、
多
く
の
経
典
を
引
き
な
が
ら
未
だ
起
ら
ぬ
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二
難

（他
国
侵
逼
難

・
自
界
坂
逆
難
）
を
予
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
②
の
大
法
興
隆
の
祥
瑞
、
池
涌
出
現
の
先
兆
と
し
て
の
見
方
は
、
『観
心
本
尊
抄
』
に

「
此
等
非
二金
翅
鳥

・
修
羅

ｏ
竜
神
等
動

変
一、
偏
四
大
菩
薩
可
人
ｒ
出
現
一先
兆

欺
」
と
あ
る
他
、
『
呵
責
謗
法
滅
罪
抄
』
に
も

「
故
に
天
台
云
雨
の
猛
き
を
見
て
は
竜
の
大
き
な

る
事
を
知
、
華
の
盛
な
る
を
見
て
は
池
の
深
き
事
を
知
と
書
れ
て
候
、
妙
楽
云
智
人
は
起
を
知
ヶ
蛇
は
自
ら
蛇
を‐無
ピ
ダ
、
今
日
蓮
む
之

を
推
し
て
智
人
の
一
分
と
な
ら
ん
、
去
る
正
嘉
元
年
秋
瞭
八
月
二
十
三
日
成
亥
の
刻
の
大
地
震
と
、
文
永
元
年
駄
碗
七
月
四
日
の
大
彗
星
、

此
等
は
仏
滅
後
二
千
二
百
余
年
の
間
未
だ
出
現
せ
ざ
る
大
瑞
也
、
此
大
菩
薩
の
此
大
法
を
持
て
出
現
し
給
べ
き
先
瑞

敗
、」
と
あ
る
様
に

未
曾
有
の
天
変
地
夭
は
即
未
曾
有
の
大
瑞
で
あ
る
と
見
て
お
ら
れ
る
。

四

さ
て
こ
こ
で
宗
祖
が

「
先
瑞
」

「
大
瑞
」
と
い
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る

「瑞
」
の
語
に
注
意
し
て
み
た
い
。

「瑞
」
は
本
来
、
天
子
が
諸
侯
を
封
ず
る
時
に
賜
わ
る
圭
と
い
う
玉
の
こ
と
で
あ
り
、
二
義
と
し
て
、
め
で
た
い
し
る
し

・
吉
兆
の
意

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ル

味
が
あ
る
。
し
か
し
宗
祖
に
お
い
て
は

「
他
国
侵
逼
難
有
べ
き
瑞
相
也
」
（断
簡
二
九
七
）
あ
る
い
は

「
凶
瑞
」
（安
国
論
御
勘
由
来
）
ま

た

「
悪
瑞
之
由
」
（安
国
論
副
状
訓
和
四
二
こ

と
い
つ
た
用
い
方
が
あ
り
辞
書
的
な

「瑞
」
の
意
味
と
は
異
っ
て
い
る
。
そ
し
て

『
呵
責

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
①

謗
法
滅
罪
抄
』
に

「瑞
相
と
申
事
は
内
典
外
典
に
付
て
必
有
べ
き
事
先
に
現
ず
る
を
云
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

「
先
相
」
・
「前
兆
」
の
意

味
で
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
当
時

一
般
的
に

「
瑞
」
の
語
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
一　
・一

宗
祖
活
躍
期
に
は
適
当
な
史
料
が
見
出
せ
な
い
が
若
干
の
先
例
を
掲
げ
る
と
、　
ま
ず

『
六
国
史
』
『延
喜
式
』
等
に
見
え
る
古
代
の
祥

瑞
思
想
に
お
い
て
は
、

「瑞
」
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、　
一
般
に
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
は
な
く
形
象
常
に
異
な
っ
た
甚
だ
奇
し
く
異
に
う
る

「天
晴
地
明
」
に
つ
い
て
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「天
晴
地
明
」
に
つ
い
て

わ
し
き
瑞
宝
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
の

Ｆ
「昔
物
語
』
に
お
い
て
は

「
其
ノ
時
二
仏
、
光
明
ヲ
放
テ
中
略
波
斯
匿
王
、
此
ノ
光
ヲ
見
テ
驚
キ
佐
テ
仏
ノ
御
許
二
詣
デ
テ
、
先
ヅ
ロ
連
尊
者

二
値
テ
光
ノ
瑞
相

②

ヲ
間

フ
」
　
　
　
　
　
　
　
′

あ
る
い
は

「
法
花
読
誦
ノ
カ

ニ
依
テ
、
我
菩
提
ヲ
可
レ得
瑞
相
也
卜
知
テ
、

と
あ

っ
て
い
ず
れ
も
め
で
た
い
し
る
も
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が

『
方
丈
記
』
に

「
世
の
乱
る
ゝ
瑞
相
と
か
聞
け
る
」
、

味
が
出
て
く
る
。

し
か
し
宗
祖
在
世
に
近
い

『
一
遍
上
人
語
録
』
に
は

「称
名
不
思
議
の
瑞
相
な
れ
ば
」
と
、
め
で
た
い
し
る
し
の
意
味
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
吉
兆

・
前
兆
両
方
の
意
味
が
見
え
る
が
、
宗
祖
が
天
変
地
夭
に
つ
い
て

「瑞
」
の
語
を
用
い
ら
れ
る
時
、
本
来
の
吉
兆
か

ら
離
れ
て
前
兆
、
時
に
は
凶
兆
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
ぐ
、
や
は
り
宗
祖
独
自
の
使
用
法
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

五

既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
宗
祖
は
、
大
地
震

・
大
彗
星
を
以
て
地
涌
菩
薩
出
現
の
先
兆
と
さ
れ
、

「
天
晴
地
明
、
識
二法
華
一者
可
レ得
ニ

世
法
一欺
」
と
記
さ
れ
た
が
、
こ
の

「
天
晴
地
明
」
と
天
変
地
夭
と
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず

「
天
晴
地
明
」
に
つ
い
て
の
先
師
の
説
を
参
考
に
掲
げ
る
と
、

日
忠
上
人

『観
心
本
尊
抄
見
聞
』
に
は
ヽ

ま
た

『平
治
物
語
』
に
は

「世
の
損
せ
ん
ず
る
瑞
相
」
と
前
兆
の
意

弥
ヨ
読
誦
不
レ怠
ズ
」

⑮
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サ
テ
真
俗
円
満
ノ
義
ヲ
以
テ
軸
結
成
玉
フ
也
、
其
者
天
晴
地
明
也
ダ
、
明
王
天
地
二
因
テ
利
ヲ
収
ム
ト
云
本
文
有
レ之
、
利
益
ノ
事
也
、

孝
経
ニ
ハ
明
王
ハ
天
地
二
依
テ
化
ヲ
成
ス
ト
ダ
、
天
地
人
三
才
ノ
中
二
天
地

曲
義
無
レ之
、
故
中
二
有
人
倫
ガ
道
ヲ
道
ニ
ス
ル
時
、
天

時
二
依
、
地
ノ
利
二
乗
ト
ル
ト
云
テ
天
地
ガ
メ
グ
ミ
ヲ
重

事
時
ヲ
不
レ違
、
中
ノ
人
倫
非
道
ヲ
ナ
ス
時
天
地
迷
乱
ス
ル
也
、
人
倫
ノ
中

ニ
モ
王
万
民
ノ
主
也
、
王
ノ
賢
愚
依
テ
天
地
利
ヲ
施
事
清
濁
ニ
ニ
分
ル
也
、
覆
テ
外
無
キ
ハ
天
、
載
テ
不
レ
捨
地
也
、
日
月
ハ
一
人
ノ

為
二
明
ヲ
不
レ闇
、
賢
王
ハ
一
人
ノ
為
二
理
ヲ
不
レ曲
ダ
、
是
即
天
地
人
ノ
三
才
ノ
道
ノ
道
タ
ル
功
能
也
「
此
ノ
如
ク
仏
法
ノ
道
ヲ
道
ニ

ス
ル
膳
著

仏
ノ
メ
グ

ヽ
一一箱
ン
生

ヲ
利
益
ス
ル
事
Ｌ
ぇ
ず
、
Ｌ
此
御
抄
ヲ
ゴ

ノ
沙
汰
∠
卜

“法
ノ
道
ノ
道
タデ

轟

ど

、

愛
ヲ
指
ビ
ア

天
晴
地
明
也
ダ
、
是
即
中
道
第

一
義
天
ノ
内
証
朗

二
法
性
ノ
天
地
明

体
也
、

即
地
涌
ノ
御
出
現
地
明
ナ
ル
現
証
也
、

十
神
力
時
空
中

二
声
有
本
門
寿
量
教
主
卜
妙
法
ノ
唱
成

天
晴
タ
ル
姿
也
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。

日
行
上
人

『観
心
本
尊
抄
考
案
』
に
は
、

「
天
反
地
夭
之
事
」
と
い
う
項
目
の
中
に

「
天
晴
地
明
」
に
つ
い
て

天
晴
地
明
者
　
忠
肛
征
義
ｒ
三
右
嘔
万
地
ｒ
ゴ
無
レ之
　
人
倫
依
レ成
三
非
道
一ヲ乗
一
天
町
地
紺
一
草
木
花
菓
違
ズ
地
乱
ルむ
○
等
軽
妙
笙
Ｆ

運
師
義
云
　
大
地
震
一上
行
出
現
先
兆
大
地
ヨ
リ
告
レ
之
故
二
地
明
ナ
ル
意
ナ
ル
ヘ
シ
　
彗
星
晴
天
二
出
タ
ル
ヲ
本
化
出
現
先
兆
卜
見
ル

時
天
　
生
Ｆ
本
化
出
現
一意
也
故
云
ヽ
天
晴
一欺
　
此
天
地
陰
陽
天
文
地
理
知
事
世
智
弁
ノ
徳

ト
モ
本
化
出
現
先
兆
見

キ
ハ
即
世
法

知
意

ナ
ル
ベ
シ

故
二
次
下
云
下識
法
花
者
識
中
世
法
上
也

但
此
義
趣
有
二諸
義
一故
難
二信
用
ｔギ
、
答
此
義
有
二証
拠
一大
田
抄
青
天
瞑
レ眼
晩
二

此
国
一黄
地
含
レ憤
震
二於
大
地
一去
レ
ハ
正
嘉
元
年
大
地
動
地
明
文
永
元
年
大
彗
星
天
晴
此
等
災
難
文
　
如
是
天
地
倶
告
二
上
行
出
現
一中

居
スメ
倫
包
少

信
レ之
哉

非
レ不
レ
信
レ之
髭
嬰

非
覗

御
述
じ
争
墨
有
欺
配
握
弘
一ハ
本
廿
八
一ム
深
識
世
法
皆
是
仏
法
等
文

と
み
え
て
い
る
。

日
忠
上
人
の

『
観
心
本
尊
砂
見
聞
』
に
お
い
て
は
、
天
晴
地
明
と
は
、
国
が
賢
王
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
、
そ
の
国
に
お
い
て
仏
法
が
仏

「天
晴
地
明
」
に
つ
い
て
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「天
晴
地
明
」
に
つ
い
て

法
と
し
て
信
仰
さ
れ
存
在
す
る
時
、
諸
仏
の
恵
に
よ
っ
て
衆
生
が
利
益
を
受
け
る
こ
と
を
い
い
、
地
涌
菩
薩
の
出
現
に
よ
っ
て
正
法
が
流

布
す
る
状
態
を
指
し
て
い
る
。

次
の
日
行
上
人
の

『観
心
本
尊
抄
考
案
』
に
お
い
て
は
、
日
忠
上
人

・
日
運
上
人
の
説
を
引
用
し
な
が
ら
、
天
変
地
夭
に
よ
っ
て
天
地

が
乱
れ
る
の
は
、
人
倫
が
非
道
を
な
し
謗
法
を
行
う
た
め
で
あ
る
。
大
地
震
も
大
彗
星
も
、
俗
世
間
の
見
方
で
あ
る
天
地
陰
陽
天
文
地
理

の
立
場
か
ら
見
る
時
は
、
単
な
る
異
常
な
自
然
現
象
に
す
ぎ
な
い
が
、
本
化
菩
薩
出
現
し
て
正
法
を
流
布
す
る
と
い
う
法
華
の
深
義
か
ら

見
る
時
は
、
こ
の
よ
う
な
天
変
地
夭
は
、
本
化
出
現
の
前
兆
と
理
解
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
文
永
元
年
の
天
変
は
、
本
化
の
出
現
を
天
よ

り
告
げ
る
も
の

（天
晴
）
で
あ
り
、
正
嘉
元
年
の
地
夭
は
、
本
化
の
出
現
を
大
地
よ
り
告
げ
る
も
の

（地
明
）
で
あ
る
と
み
る
の
で
あ

Ｚつ
。

⑩

行
師
考
案
中
に
引
用
さ
れ
た
大
田
抄
を
今
少
し
引
用
す
る
と
、

今
入
二末
法
■
一百
二
十
余
年
五
濁
強
盛

〓
一災
頻

起
、
衆
見
之
二
濁
充
二
満
於
国
中
一逆
謗
之
二
輩
散
二
在
於
四
海
一、
専
仰
■

闇
提
之

輩
一侍
二惜
於
棟
梁
一尊
二重

謗
法
之
者
一為
二国
師
一、
孔
丘
孝
経
提
レ之
打
二父
母
之
頭
一釈
尊
法
華
経
誦
レ　
ロ
違
二背
於
教
主
一、
不
孝
国

此
国
也
勝
母
間
不
レ求
二佗
境
一、
故
青
天
瞑
レ　
眼
晩
二於
此
国
一黄
地
含
レ憤

震
二於
大
地
一、
去

正
嘉
元
年
大
地
動
文
永
元
年
大
彗
星

此
等
災
夭
、
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年
之
間
月
氏
漢
土
日
本
之
内
所
レ未
二出
現
一大
難
也
、
彼
弗
舎
密
多
羅
王
焼
二失
五
天
寺
塔
一漢

土
会
昌
天
子
令
レ　
還
二俗
九
国
僧
尼
一超
過
　
百
千
倍
、　
大
謗
法
之
輩
充
二満
於
国
中
一依
レ弥
二於

一
天
一所
レ起
夭
災
也
、

と

あ

る

。

す
な
わ
ち
大
田
抄
に
お
い
て
は
、
国
に
謗
法
者
が
あ
ふ
れ
る
故
に
青
天
の
瞑

。
黄
地
の
憤
に
よ
っ
て
、
文
永
の
彗
星

・
正
嘉
の
地
震
の

出
現
に
至
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
天
晴
地
明
と
は
即
天
変
地
夭
の
こ
と
で
あ
り
、
く
り
か
え
し

て
言
え
ば
、
俗
世
法
に
お
い
て
は
大
地
震
大
彗
星
を
天
変
地
夭
と
み
る
が
、
上
行
菩
薩
出
現
と
い
う
法
華
の
立
場
か
ら
み
る
時
は
大
法
興
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隆
の
前
兆
と
し
て
の
天
晴
地
明
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
結
文
と
し
て

「
天
晴
地
明
、
識
二法
華
一者
可
レ得
二世
法
一敗
」
と
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

六

以
上
粗
雑
な
検
討
で
あ
る
が
、
宗
祖
の
天
変
地
夭
に
つ
い
て
の
見
方
、
ま
た
天
晴
地
明
と
天
変
地
夭
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
、
自
然

現
象
と
し
て
の
天
変
地
夭
も
、
法
華
行
者
と
し
て
の
宗
祖
に
と
っ
て
は
天
晴
地
明
と
な
り
、
本
化
菩
薩
出
現
の
瑞
兆
と
考
え
ら
れ
た
こ
と

を
述
べ
た
。

『
立
正
安
国
論
』
に
説
か
れ
る
が
如
く
、
天
変
地
夭
は
経
典
に
照
し
て
み
て
も
亡
国
の
凶
兆
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
謗
法
の
国
が
亡

び
れ
ば
、
次
に
は
正
法
が
興
隆
す
る
吉
瑞
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
瑞
相
に
大
小
が
あ
る
な
ら
ば
、
未
曾
有
の
天
変
地
夭
は
未
曾
有
の
大
瑞
で

あ
り
、
こ
の
意
味
か
ら
正
嘉
大
地
震

ｏ
文
永
大
彗
星
と
い
う
二
つ
の
天
変
地
夭
を
以
て
、
本
化
菩
薩
出
現
大
法
興
隆
の
吉
瑞
と
み
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

仏
法
正
し
け
れ
ば
天
晴
地
明
と
な
っ
て
吉
瑞
を
示
し
、
仏
法
正
し
か
ら
ざ
る
時
は
天
変
地
夭
と
な
っ
て
謗
法
の
国
を
亡
す
。
こ
れ
が
宗

祖
の
天
変
地
大
に
対
す
る
考
え
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

〔
別
表
〕

建
長
五
年
２
文
永
元
年
天
変
地
夭
災
害

一
覧
表

建
長
五
・
二
・　
一二　
鎌
倉
大
風
雨
雷
電

二
・
廿
一　
一示
都
光
物
あ
り

二
・
廿
五
　
鎌
倉
大
地
震

四
・　
一二　
鎌
倉
雷
鳴
地
震

五
・
十
六
　
水
天
供
を
修
し
て
祈
雨

「天
晴
地
明
」
に
つ
い
て
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:     
建
長
六

十        壬 ・
一 十 九 八 七 六 五 五 十 九 九 九 八 六 六 六 六 五 五 五

建
長
七

・
二四六

「天
晴
地
明
」

廿廿

一

廿
三四

一
〇
十
二
廿
三
十

一

十
四
十
六
十
七
十
三九

十

一一
一
〇四四

十
八
廿
三
廿
四
十
五

に
つ
い
て

清
滝
官
に
読
経
祈
雨

幕
府
祈
雨

幕
府
祈
雨

二
十
三
社
に
奉
幣
し
て
天
変
を
譲
う

鎌
倉
大
地
震

幕
府
地
震
の
た
め
祈
る

天
変
を
祈
る

止
雨
奉
幣

鎌
倉
雷
雨

鎌
倉
地
震

京
都
地
震

鎌
倉
、
月
五
色
の
量
あ
り

鎌
倉
殿
風
起
る

京
都
大
地
震

炎
早
月
を
亘
る

鎌
倉
大
風
雨

鎌
倉
に
自
虹
現
わ
る

幕
府
祈
晴

鎌
倉
雨
霰
雷
鳴

鎌
倉
大
地
震

祈
晴
祈
雨
京
都
大
流
星
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十
二

南
昼
九
一九
・　
一

正
嘉
二
・
三

正
嘉
九

十             壬 ・
― 十 八 八 八 七 七 六 五 五 三 二 九 九 八 八 七 六 六 二

十
二
十

一

廿
九七

十
二
廿
六六一

十
七
廿
三
廿
五六

十
八二十一

廿
三
廿
五
十
五八六

「天
晴
地
明
」

京
都
地
震

鎌
倉
太
自
昼
現
わ
る

鎌
倉
大
雷
雨
洪
水

幕
府
、
雨
凶
饉
を
藤
う

石
清
水
八
幡
宮
に
光
物
あ
り
、
是
日
鎌
倉
に
も
光
物
あ
り

幕
府
、
陰
陽
師
に
天
変
祈
藤
の
例
を
勘
申
せ
し
む

鎌
倉
大
風
洪
水
、
人
多
く
死
す

是
月
赤
斑
着
流
行

鎌
倉
赤
斑
着
流
行
祈
藤

赤
斑
療
を
祈
藤

京
都
大
地
震

京
都
降
灰

京
都
甚
雨
洪
水

鎌
倉
大
地
震
　
　
　
　
　
　
　
　
一

是
月
炎
早
、
幕
府
祈
雨

幕
府
祈
雨

祈
雨
鎌
倉
大
地
震

鎌
倉
大
地
震

幕
府
、
地
震
の
た
め
祈
る

鎌
倉
雪
電
地
震

鎌
倉
大
地
震

鎌
倉
烈
風
大
雨

に
つ
い
て
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四六八十
十
二

正
元
元

ｏ
三二三四四四五

十
二

文
応
元

ｏ
三四四六六六六八

弘
長
元

・
七八

「天
晴
地
明
」|十 五主五四_見 六菫|七 翠堪=1主

一共其_1其
に
つ
い
て

鎌
倉
地
震

鎌
倉
是
月
寒
気
冬
の
如
し

大
風
甚
雨

鎌
倉
甚
雨
洪
水
死
者
多
し

鎌
倉
地
震
雷
鳴

諸
国
に
飢
疫
を
藤
は
し
む

京
都
地
震

是
春
疫
痛
流
行

諸
国
に
飢
疫
を
藤
は
し
む

廿
二
社
に
奉
幣
、
飢
疫
を
藤
は
し
む

疫
疾
を
藤
ヶ

疫
疾
を
藤
う

是
年
京
都
及
び
諸
国
飢
疫
流
行
、
死
者
多
し

鎌
倉
地
震

幕
府
災
変
祈
藤

鎌
倉
大
火

鎌
倉
大
風
洪
水

飢
饉
に
依
り
軽
囚
放
免

祈
晴
幕
府
、
疫
痛
を
藤
う

諸
国
大
風
及
び
鎌
倉
地
震
、
甚
雨
大
風

京
都
洪
水

是
月
大
風
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弘
長
三

・
一

五六八八
十

一

十
二
十
二
十
二

文
永
元

一
二五六六

・
ニ
ハ

七七七七七七七七七

十
七
十
九
十
六
十
四
廿
七
十
六二八

廿廿
七
廿

一

廿
二
廿
六
廿
九四七

一
〇
十

一

十
五
十
六
十
七
十
九
廿
七

「天
晴
地
明
」
に
つ
い
て

//////////ク
鎌
倉
光
物
あ
り
、
幕
府
こ
れ
を
祈
る

鎌
倉
地
震

鎌
倉
冷
気
甚
し

京
都
諸
国
大
風

鎌
倉
大
風
雨
、
船
舶
没
し
、
溺
死
者
多
し

鎌
倉
大
地
震

京
都
自
虹
現
わ
る

天
変
の
た
め
祈
る

天
変
を
藤
う

京
都
地
震

祈
雨
祈
雨
彗
星
東
北
に
現
わ
れ
、
連
月
滅
せ
ず

祈
雨
彗
星
現
わ
る

彗
星
を
祈
藤
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註

（１
）

（２
）

lH0 9 8 7 65 4 3

「天
晴
地
明
」
に
つ
い
て

七

・
廿
八
　
　
″

七

・　
―
　
一示
都
疫
病
流
行

八

・
十
六
　
一示
都
地
震

八

・
廿
六
　
彗
星
又
現
わ
る

八

・　
―
　
是
月
、
安
房
、
上
総
疫
痛
流
行

九

・
　
八
　
彗
星
再
び
現
わ
る
に
よ
り
祈
藤

十

ｅ
　
五
　
一示
都
地
震

本
表
は

『史
料
綜
覧
』
に
よ
っ
て
作
成
し
た
。
項
目
の
中
、
日
常
的
な
も
の
、
天
変
地
夭
災
害
に
関
係
の
な
い
事
柄
は
省
略
し
た
。

興
降
学
林
版

『
主
要
御
書
』
乾
　
一
一
≡
一頁
。
縮
遺
九
四
九
頁
。

大
彗
星
の
日
の
違
い
に
つ
い
て
み
る
と
、
『
安
国
論
奥
書
宍
縮
遺
二
九
二
頁
ヽ
安
国
論
御
勘
由
来
柴
縮
遺
六
〇
五
頁
）
は
七
月
五
日
と
な
り
、

『
呵

罐
硼
獄
闘

『
罪
脚
は

一 縮
暉
一
「
針
距
等
高
抑
却
計
一
脚
珠
『
枷
一
葛
雌
彦
純
串
）
『
断
簡
二
九
七
』
（
岬
枷
二
九
七
〇
頁
）
等
で
は
七
月
四
日
で
あ
る
。

甲
子
七
月
上
旬
′
四
五
日
　
東
方
二彗
星
テ
光
□
□
大
体
満
三

国
直

と
四

日
五
日
両
方
の
日
が
み
え
、
こ
の
文
に
よ
れ
ば
両
日
見
え
た
こ
と
に
な
る

『
吾
妻
鏡
』
正
嘉
元
年
八
月
廿
三
日
条
。
国
史
大
系
本
、
後
篇
六
四
八
頁
。

『続
史
愚
抄
』
文
永
元
年
七
月
条
。
国
史
大
系
本
、
前
篇
三
〇
頁
。

縮
遺
六
〇
五
頁
。

『
史
料
綜
覧
』
巻
五
文
永
元
年
七
月
条
。
東
京
大
学
出
版
会
本
。

『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
第
十

一
巻
下
』
（清
水
竜
山
　
昭
和
十
六
年
　
平
楽
寺
書
店
）
二
九
四
頁
以
下
参
照
。

縮
遺

一
〇

一
七
頁
。

『
大
漢
和
辞
典
』
（諸
橋
轍
次
　
昭
和
四
十
三
年
　
大
修
館
）
「
瑞
」
の
項
目
参
照
。

縮
遺

一
〇

一
七
頁
。

「
上
代
人
と
異
常
現
象
―
祥
瑞
思
想
序
考
―
」
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（阿
部
武
彦
　
歴
史
地
理
八
十

一
巻

一
号
　
昭
和
十
八
年
）
に
祥
瑞
の
種
類
、
内
容
等
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

（
・２
）

巻
第

一　
舎
衛
国
′
勝
義
、
依
施
得
富
貴
語
第
升
二
、
岩
波
古
典
文
学
大
系
本

『
今
昔
物
語
』

一
巻
―

一
一
五
頁
。

（
・３
）

巻
第
十
二
　
加
賀
′
国
′
翁
和
尚
、
読
誦
法
花
経
語
第
十
四
、
岩
波
古
典
文
学
大
系
本

『
今
昔
物
護
置

〓
一巻
―
三
二
八
頁
。

（・４
）

岩
波
古
典
文
学
大
系
本
二
八
頁
。

（
・５
）

岩
波
古
典
文
学
大
系
本

一
九

一
頁
。

（・６
）

岩
波
古
典
文
学
大
系
本

『
仮
名
法
語
集
』

一
〇
四
頁
。

（
・７
）

日
蓮
宗
宗
学
全
書
九
巻

一
四

一
頁
。

（・８
）

『観
心
本
尊
抄
考
案
』
下
之
末
六
十

一
丁
左
以
下
参
照
。

（興
隆
学
林
所
蔵
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
版
）

（
・９
）

大
田
抄
と
あ
る
が

『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
を
指
す
、
縮
遺

一
一
〇

一
頁
。

附
記
　
本
稿
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
教
学
研
究
所
総
会
に
お
け
る
同
題
の
発
表
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
折
、　
各
先
生
方
よ
り
御
指
摘
い
た
だ
い
た

点
に
つ
い
て
充
分
論
述
出
来
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
考
に
ま
ち
た
い
と
思
う
。

「天
晴
地
明
」
に
つ
い
て
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